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開会宣言
1．開会のあいさつ（議長）
2．議員紹介
3．議会活動紹介
4．町議と語る会
5．発表
　（2分程度にまとめ、全グループが発表）
6．閉会のあいさつ

プログラム

望山荘が無くなり
憩いの場が
なくなった

代替場所が必要

SNSを見て来ました。
参加して

よかったです。

お父さんが一緒に行こうと言ったので
参加しました。 楽しかったし、

色々な考えが出せました。
しめっちゃのランドセルカバー、

鉛筆、消しゴム、防犯ブザーなど、
志免を好きになってもらえるような
商品ができたらいいなと思います。

きっと志
●

免
●

は 今
●

よ
●

り
●

面
●

白
●

く
●

できる
動画を

作ったのでみてね！議
員
紹
介

議
会
活
動

まちの 賑
に ぎ

わいの創出
グループごとにワークショップ 形式で話し合いをおこないました。

コミュニティの充実、商工業の発展、　楽しいイベントや理想の施設etc…
活気あふれるまちづくりについて　みなさんの意見をうかがいました。

志免町議志免町議と と 語る会語る会をを開催開催
開かれた議 会を目指して

こんな施設、イベントが
あったらいいな

商工まつりの
拡大を！

昔遊びや
料理を

若い世代に
伝承する

ずっとしめPayは
継続してほしい

同じ様な
公園ばかり

何かに特化した
公園を

シーメイト内に
レストランや

トレーニング施設を

の
る
ー
と
志
免
は

課
題
が
多
い
！

改
善
を

参加者の声

子どもから
高齢者まで

一緒に楽しめる
イベントを

志免町の
特産品を作り
町外に発信を

原 

優
依
さ
ん

ロ
イ
ヤ
ル
カ
レ
ー
ハ
ウ
ス

オ
ー
ナ
ー
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シニア世代が
子育て世代に

かかわる

竪坑櫓をもっと
活用し、ふるさと
納税に活かす

ボランティアに
参加することは
気持ちいい

きっと志
●

免
●

は 今
●

よ
●

り
●

面
●

白
●

く
●

できる

まちの 賑
に ぎ

わいの創出今回のテーマ

第13回

5月11日

グループごとにワークショップ 形式で話し合いをおこないました。

コミュニティの充実、商工業の発展、　楽しいイベントや理想の施設etc…
活気あふれるまちづくりについて　みなさんの意見をうかがいました。

志免町議志免町議と と 語る会語る会をを開催開催
開かれた議 会を目指して

商工業が
できること

シニア世代が
できること

農業支援を
充実させ

産直市場をつくる小・中学生にも
仕事や働くことを
教える体験を

スポーツフェスタ等
町行事にキッチンカー

の参加を

シルバーに
入ってくる人が
減っている

登録促進を

志免町議
と

語る会

学校授業に
シニアもお手伝い

できる

しめ議会だより◦第109号（令和6年8月1日）3



委員会継続審査

志免町議と語る会でいただいたご意見を委員会で協議しています。

シニア世代ができること

健康づくり シーメイト調査特別委員会へ

公園、広場、グラウンドについて
シルバー人材センターについて
　● 会員の増員　　● 会員と仕事のマッチング
　● イメージ力アップと情報発信など　　
シニアクラブの活性化
　● シニア世代同士の助け合い
伝統の継承
　● 昔遊び ( 竹とんぼ、駒回し、竹馬など )
　● 料理　　● 志免町の歴史

体操ができる場所とグループ
世代を超えたコミュニケーションの場

● シーメイト内にレストランを
● シーメイト内にトレーニング施設を
● 利用料金が高い
● �エントランスホールの活用とイベントの復活

若い世代
● バスケットやサッカーゴールの設置
● 中高生が集える遊び場
シニア世代
● 高齢者の遊具 ( 健康器具など )

商工業ができること その他
● 施設の整備
　�( 体育館の増設や

中高生の居場所 )

竪坑櫓をモチーフにした特産品の開発について
　● 志免ブランドの PR 力の強化　　　 ● 商工会と行政の連携の強化　
しめ Pay の継続について
　● 使いやすさの方法の改善・改良　　● のるーと志免との連携や改善
商工業の活性化について
　● 町内行事への商工業者の参加　　　 ● 商工まつりの充実・拡大
　● まつりや花火大会などのイベントの復活

まちの 賑
に ぎ

わいの創出

ありがとうございました

厚
生
建
設
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

しめ議会だより◦第109号（令和6年8月1日） 4



● コスモス祭りなどイベントについて ● 町内在住の外国人との交流
● 志免町スポーツ環境整備について ● 竪坑櫓周辺の図書館や歴史資料館の新設の検討

志免町議
と

語る会

まちの 賑
に ぎ

わいの創出今回のテーマ

みなさんのでの 声

今後、議員の一般質問へ

誌面でお答えします！

アンケート（ご意見・ご要望）

のるーと志免の改善をしてほしい。

重要な課題として調査研究を行っていく。

68 号線の渋滞緩和を

志免・宇美線や五斗蔵付近の整備を進めている。

子どもの頃から議会に関心を
持たせたい。
昨年、中学校への出前講座を行った。
今後、子ども議会等の開催を検討する。

望山荘跡地の利用は

都市計画上、建物の建設は難しい。検討中である。

ふれあい動物園を開催できないのか。

以前、「やさしさのつどい」で開催されたことが
あるので、社会福祉協議会に相談。

（議員と語る会）感想

参加者
60名 94%

よかった・
まあまあよかった

2%
どちらでも
ない

4%
記載なし・
未記入

■ よかった・まあまあよかった �  47人
■ どちらでもない �  1人
■ 記載なし・未記入 �  12人
■ 良くなかった �  0人

ワークショップでの意見がとても参考になりました。
今回、初めての参加でよかったと思います。 �（70代）

いい意見が出ていたので、議会で取り上げていた
だきたい。 � （80代）

また参加したいです。 � （20代）

次の開催も楽しみにしております。 � （60代）

前回よりも活発に意見ができていて良い会だったと
思います。 � （40代）

情報共有にもっと力を入れる必要があると思います。
� （50代）

これからの志免町を考えるいい機会でした。
また参加したいと思います。 � （50代）

シメグッズをお願いします。 � （高校生以下）

次回の開催は…11月22日（金）　19：00〜しめ議会だより◦第109号（令和6年8月1日）5



6 月 定 例 会

定額減税できる限り早期に開始 ������������ 3億7,914万円増
定額減税可能額が、「所得税」または「住民税の所得割額」を上回り、定額減税しきれないと見込まれる方に給付金
を給付するために必要な経費を計上するもの
定額減税　1人4万円×(本人＋扶養家族)
　＊令和6年分の所得税3万円、令和6年度分個人住民税1万円減税される

6月定例会は、7日から18日までの12日間の会期で開かれました。
議案11件のうち11件を可決。
人事案件1件(人権擁護委員1名)に同意しました。
一般質問は、6月10日、11日、12日の3日間で13人が行いました。

6月
定例会

令和6年度一般会計補正予算　予算常任委員会は6月14日に集中審議し、すべての予算を可決しました。

令和6年度 一般会計補正予算

総額 180億8,075万円3億9,745万円増 
全員賛成
可決

町のお金町のお金どうなったどうなった????
(主なものを掲載)(主なものを掲載)

しめPay
県の補助が7％から10％に
����������� 300万円減
発行額1億円、プレミアム率20％を維持しつつ、
県からのプレミアム分の補助率が7％から10％
へと変更になったため、町のプレミアム負担分
の3％（300万円）を減額するもの

300 万円を減額補正せずに、発行額の増額や、プレ
ミアム率を 30％にする議論はなかったのか議員

そのような議論はしたが、提案した予算で行いたい答弁

町長のプレミアム商品券事業に対する思いを確認委員会

しっかりと推移を見ながら進めていきたい
好調であれば、補正予算での対応も考えていきたい町長

経済効果が期待できるプレミアム商品券事業について、
今後も注視していきたい委員会

町民がバスケットボールに興味を持たれるかと思うが、
スポーツができるような場をつくる考えはあるか議員 都市整備課とも協議していく答弁

ライジングゼファー(プロバスケチーム)と
フレンドリータウンに関する協定締結 � ��  426万円
3/26に締結したライジングゼファーフクオカ(株)とのフレンドリータウンに関する協
定に伴う応援デーの実施に当たり、チケットや各種グッズ等必要なものの予算を計上
するもの 志免町とライジングゼファーフクオカ（株）との締結式

しめ議会だより◦第109号（令和6年8月1日） 6



主な条例の改正・議案

国保の課税限度額（後期高齢者支援金分）が
2万円アップ  

国民健康保険税の後期高齢者支援金分の課税限度額を2万円引き上げ、国が定める
上限と同額とする　  対象世帯 ➡ 90世帯 

児童数に対する保育士の数を定め、
保育の充実度アップ  

保育士の数を下記の様にする
◦満3歳以上４歳に満たない児童に対し、おおむね15人に1人　（改正前：20人に対し1人）
◦満4歳以上の児童に対し、おおむね25人に1人　（改正前：30人に対し1人）
◦�各種保育施設・保育事業所に勤務する保健師、看護師または准看護師を1人に限り保育士と

みなすことができる　（改正前：准看護師は含まず）

吉原地域活性化整備基金条例、委員会設置条例の廃止 
宇美・志免浄化センターが吉原地域に建設された折、積み立てられた基金と設置された
吉原地域活性化委員会を「吉原防災ふれあい広場」が開所したため廃止

工事請負契約の締結 
◦志免東保育園・志免東小学校プール解体工事
		  指名競争入札　契約金額6,917万円　株式会社環境開発 
◦総合公園野球場照明改修工事（2期）
		  指名競争入札　契約金額7,549万円　日本体育施設株式会社

国保の5割軽減・2割軽減措置を拡充　 
低所得者対策として、所得に応じて国民健康保険税の均等割と平等割を軽減する世帯を
拡充　7割軽減は改正なし　  対象世帯 ➡ 5割軽減：827世帯　2割軽減：533世帯 

減税をすぐに行うことへの対応
町 民 税 に つ い て 	 令和6年度個人住民税について

		 　  定額による所得割額の特別控除を実施（定額減税） 
固定資産税について 	 固定資産税の土地に係る特別措置

		 　  納税者の負担感に配慮するため、現行の負担調整措置を3年延長 

専決
処分 全員賛成

可決

全員賛成
可決

全員賛成
可決

全員賛成
可決

全員賛成
可決

専決処分とは…
町議会を開催する時間的余裕がないため、町長が議会に代わって決めること。

吉原防災ふれあい広場吉原防災ふれあい広場
しめ議会だより◦第109号（令和6年8月1日）7



しめまち委員会レポート

適応指導教室

　
志
免
町
の
文
部
行
政
の
基
本
を
学
ぶ
こ
と
、

主
要
施
策
の
現
状
の
確
認
を
目
的
に
審
査
を

し
た
。

学
力
向
上
の
た
め
の
具
体
的
施
策

「
授
業
づ
く
り
」「
集
団
づ
く
り
」

「
習
慣
づ
く
り
」

成
果

　
令
和
５
年
度
の
主
な
成
果
は
、
全
国
学
力・

学
習
状
況
調
査
に
お
け
る
標
準
化
得
点
が
小・

中
学
校
共
に
国
語・算
数︵
数
学
︶で
全
国
平
均

を
上
回
っ
た
。

報
告

　
志
免
中
学
校
の
ふ
く
お
か
学
力
ア
ッ
プ
推

進
事
業
に
よ
る
授
業
改
善
。

課
題

　
家
庭
で
計
画
的
に
勉
強
す
る
児
童
生
徒
の

割
合
が
低
い
こ
と
。

い
じ
め
・
不
登
校
等
へ
の
対
応

成
果

　
令
和
５
年
度
の
い
じ
め
の
認
知
件
数
と
解

消
率
が
と
も
に
増
加
し
た
こ
と
、不
登
校
の
復

帰
率
も
向
上
さ
れ
た
こ
と
。

課
題

①�

い
じ
め
が
原
因
で
不
登
校
に
な
っ
て
い
る

重
大
事
案
が
１
件
発
生
し
た
こ
と
。

②�

不
登
校
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と︵
特
に

中
学
校
︶

対
策

　
各
学
校
に
不
登
校
対
応
統
括
員
を
配
置（
不

登
校
の
要
因
分
析
と
学
校
の
対
応
へ
の
指
導

助
言
）

　

委
員
会
よ
り

志
免
町
に
適
応
指
導
教
室
が
あ
と
１
つ
必

要
で
は
な
い
か
。

社
会
教
育
の
全
て
の
施
策
の
方
向
性
、

主
な
取
り
組
み
、
現
状
と
課
題

課
題

文
化
財
の
整
理
、集
約
が
さ
れ
て
い
な
い
。

　

委
員
会
よ
り

Q
竪
坑
櫓
周
辺
地
域
に
、
文
化
財
を
整

理
集
約
し
た
収
蔵
施
設
を
つ
く
り
、
歴
史

や
文
化
に
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
拠
点
と

し
て
は
？

A
新
た
な
施
設
は
す
ぐ
に
は
難
し
い
。

＊
竪
坑
櫓
に
つ
い
て
よ
く
知
ら
な
い
町
民
の

方
々
も
多
い
。
ア
ピ
ー
ル
方
法
の
検
討
を
。

第
２
期
志
免
町

教
育
振
興
基
本
計
画

総務文教常任委員会 開催日　4月23日､5月22日､6月4日

第
２
期
志
免
町
教
育
振
興
基
本
計
画
の

評
価
報
告

志免町の教育大綱と第2期
志免町教育振興基本計画の施策

1. 確かな学力、体力の向上を図る教育の推進
2. 豊かな心を育てる教育の推進
3. 学校・家庭・地域の連携・協働の推進
4. 社会にはばたく力を育成する教育の推進
5. 安全で快適な教育環境の整備推進
6. 地域活動の支援
7. スポーツ・文化活動の推進
8. ふるさと意識の向上
9. 人権教育・啓発の推進

基本施策

夢や志をもち、ふるさと志免を拓く人づくり
教育の目標

竪坑櫓

しめ議会だより◦第109号（令和6年8月1日） 8



しめまち委員会レポート

てまえどりの商品

地
球
温
暖
化
対
策

し
っ
か
り
P
R
を
！

　
2
0
2
2
年
6
月
に「
志
免
町

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」を

行
っ
て
い
る
が
、
町
民
の
95
％

が
知
ら
な
い
。

　

町
が
本
気
で
取
組
む
な
ら
、

し
っ
か
り
と
P
R
が
必
要
。

　

委
員
会
よ
り

◦�

事
業
所
へ
、
県
の
補
助
金

制
度
の
周
知
を
。

◦���

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

コ
ン
ビ
ニ
、
商
店
等
の
廃

棄
処
分
削
減
の
た
め
、
引

き
続
き「
て
ま
え
ど
り
」の

周
知
徹
底
を
。

◦�

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
仕
組

み
づ
く
り
を
。
先
進
事
例

を
参
考
に
し
て
は
。

◦��
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
平
リ

サ
イ
ク
ル
は
良
い
取
組
み
。

も
っ
と
周
知
を
。

◦�

電
気
使
用
量
削
減
の
た
め

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
の
推
進
を
。

厚生建設常任委員会 開催日　4月22日、4月23日、5月24日、6月4日

「
さ
さ
ぐ
り
元
気
も
ん
活

動
」に
学
ぶ

　
4
月
23
日
篠
栗
町
へ
視
察
研

修
を
行
っ
た
。

「
オ
ア
シ
ス
篠
栗
」に
健
康
づ
く

り
の
拠
点
が
あ
り
、
町
と
福
岡

工
業
大
学
が
包
括
連
携
協
定
を

結
び
、
協
働
で
町
民
の
健
康
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
。

　

住
民
が
主
体
と
な
り
健
康
づ

く
り
を
行
う「
健
康
づ
く
り
推
進

員
」に
よ
る
協
働
啓
発
や
、
民
間

な
ど
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り

も
推
進
し
て
い
る
。

　

活
動
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
講
座
、

教
室
、
測
定
等
が
あ
り
、
参
加
者

の
年
齢
層
は
20
～
80
代
と
幅
広
く
、

町
内
外
問
わ
ず
参
加
で
き
、ま
た

継
続
参
加
が
多
い
こ
と
等
が
特
徴
。

参
加
者
の
満
足
度
も
高
い
。

　

委
員
会
よ
り

Q
大
学
と
の
包
括
連
携
制
度

の
活
用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

A
西
南
学
院
大
学
と
の
連

携
協
定
が
あ
る
。
現
在
、
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
何
か
で

き
な
い
か
打
診
中
で
あ
る
。

町
×
大
学
に
よ
る
健
康
づ
く
り

と
も
に
考
え　

と
も
に
創
ろ
う

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
ま
ち　

し
め

志
免
町
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画

（
区
域
施
策
編
）

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
と
は

　
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を

2
0
5
0
年
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
に

す
る
と
い
う
取
組
み
。

て
ま
え
ど
り
と
は

　
購
入
し
て
す
ぐ
食
べ
る
場
合
に
、

商
品
棚
の
手
前
に
あ
る
商
品
な
ど
、

販
売
期
限
が
近
づ
い
た
商
品
を
積

極
的
に
選
ぶ
行
為

篠栗町への視察

しめ議会だより◦第109号（令和6年8月1日）9



しめまち委員会レポート

◦	�志免町議と語る会を5月11日(土)
に実施

	 �「町の賑わいの創出」をテーマにワーク
ショップ等を行った。参加人数60名

	 �出された意見は、総務文教・厚生建設委員
会に分けて協議・検討し対処する。

◦	もっと、傍聴しやすくするために
　規則等を見直し
	 �開かれた議会を目指し傍聴しやすくする
ため、規則の見直しや傍聴席の改善を調
査・研究していく。

◦	�アンケート調査、若年層の回答が
課題

	 �「シーメイトに関するアンケート調査」に
ついては、5月31日現在、回収数1,532枚
となっている。回答者の年齢層として30
代以上が全体の9割を占めている。

	 �今後、若年層への回答に力を入れ、7月末
を目途に集計を行う予定。

◦	奈良県田原本町議会
	   テーマ   
	� 議会改革（議会報告会、 情報発信他）に

ついて
	 �町議と語る会などの議会改革の取り組みを
報告し、質疑応答・情報交換を行い有意義な
受け入れとなりました。

議会運営委員会

シーメイト調査研究特別委員会

視察受け入れ

開催日　3月29日、5月24日、6月3日

開催日　3月19日、6月4日

開催日　5月17日

奈良県田原本町議会のみなさん・町長と一緒に

外壁等修繕工事のシーメイト

議会傍聴席

しめ議会だより◦第109号（令和6年8月1日） 10



ズバリ

町
政
を
問
う
！

◦	�一般質問とは議員が町政全般（一
般事務・事務の執行状況・将来に
対する方針など）について、町長
など執行機関の考えを議員個人
として問いただすことです。

	 �質問の内容は事前に通告し、持
ち時間30分の範囲内で※1問1答
で行います。

	 ※�質疑、答弁を理解するまで繰
り返す方法

◦	�会議録に基づき議員個々の自由
編集で掲載しております。詳細
は会議録（HP・図書館・各公民館
に置く）をご参照ください。掲載
は質問順としています。

一 般 質 問

問 

末
永
く
志
免
町
に
住
み
続
け
て
い

た
だ
く
た
め
に
は
、健
康
で
あ
る
事
は

欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
の
健
康
作
り

に
利
用
で
き
る
公
園
や
広
場
グ
ラ
ン
ド

は
、町
内
に
い
く
つ
あ
る
の
か
。

答 

公
園
は
43
ヵ
所
、
広
場
や
グ
ラ
ン

ド
は
31
ヵ
所
あ
る
。

問 

公
園・広
場
グ
ラ
ン
ド
は
、相
当
数

有
る
よ
う
だ
が
、次
の
利
用
制
限
の
有

る
箇
所
は
①
バ
ド
ミ
ン
ト
ン・
羽
子
板

②
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

③
バ
ス
ケ・サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
設
置
は
。

答 

①
全
て
の
公
園・広
場
グ
ラ
ン
ド
で

制
限
無
し
②
公
園
８
ヵ
所
、広
場
４
ヵ

所
で
制
限
有
り
③
全
て
の
公
園・
広
場

で
制
限
無
し
。
ゴ
ー
ル
設
置
は
サ
ッ

カ
ー
２
ヵ
所
、バ
ス
ケ
は
無
し
。

問 

現
在
町
内
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
が

全
く
無
い
。
バ
ス
ケ
B
3
リ
ー
グ
に
志
免

出
身
の
末
廣
選
手
が
入
団
活
躍
さ
れ
て
町

民
の
関
心
が
高
い
今
、町
内
各
所
に
バ
ス

ケ
ゴ
ー
ル
設
置
の
検
討
は
。

答 

１
番
に
シ
ー
メ
イ
ト
多
目
的
広
場
に

設
置
で
き
な
い
か
と
思
っ
た
。
音
や
他
問

題
は
有
る
が
、学
校
や
学
校
以
外
も
含
め
、

設
置
を
早
急
に
検
討
し
た
い
。

町
長 

職
員
を
守
る
観
点
で

し
っ
か
り
対
応

町
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
は
万
全
か

問 

社
会
問
題
で
あ
り
、
他
の
市
町
村
で

も
問
題
に
な
っ
て
い
る
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

へ
の
当
町
の
対
策
は
。

答 

町
長・副
町
長
含
め
全
員
が
、ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
研
修
を
受
け
て
い
る
。

問 

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
し
て

明
確
な
対
策
の
打
出
し
は
。

答 
現
在
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
中
。
現
時
点
で

の
不
当
要
求
時
の
窓
口
対
策
は
、
１
人
で

対
応
し
な
い・記
録
に
残
す・所
属
長
へ
迅

速
な
報
告
を
行
う
こ
と
。
ま
た
緊
急
時
対

応
は
、所
属
長
判
断
で
大
声
に
よ
る
威
圧

的
な
行
動
が
あ
っ
た
際
は
、生
活
安
全
課

防
犯
指
導
員
へ
連
絡
。
脅
迫
め
い
た
言
動
、

机
を
叩
く
な
ど
の
威
圧
的
な
行
動
が
あ
っ

た
際
は
、す
ぐ
に
警
察
に
連
絡
す
る
と
し

て
い
る
。
電
話
対
応
は
、令
和
６
年
３
月

か
ら
通
話
録
音
を
開
始
。
職
員
へ
の
不
当

な
圧
力
防
止
効
果
が
み
ら
れ
る
。
今
後
も

職
員
を
守
る
観
点
で
し
っ
か
り
対
応
す
る
。

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

町内各所に
バスケゴール設置を

町長  前向きに学校や
公園に設置検討

稻い
ね

永な
が 

義よ
し

美み 

議
員

●

指
導
員・補
導
員
の
待
遇
点
検
を

そ
の
他
の
質
問

公園
43ヵ所

広場・グランド
31ヵ所

バドミントン
羽子板等 ◎全所可能 ◎全所可能

キャッチボール
ドッジボール △35ヵ所可能 △27ヵ所可能

バスケットボール
サッカー ◎全所可能 ◎全所可能

（サッカーゴールのみ広場に2ヵ所有り）

町内の公園・広場・グランド利用可否

＊ご利用の際は、他の利用者にご配慮お願い致します。

志免町役場1階ロビー
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一 般 質 問

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
と
は
？

　
環
境
省
は
ス
ー
パ
ー
ク
ー
ル
ビ
ズ
の

一
環
と
し
て
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
と
い
う
家

庭
や
地
域
で
楽
し
み
な
が
ら
節
電
が
で

き
る
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

問 

発
達
障
害
で
あ
る
自
閉
症
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
や
注
意
欠
如
、多
動
症
な
ど
を

抱
え
る
児
童
は
、
不
登
校
、
心
身
症
な

ど
の
2
次
障
害
を
示
し
や
す
い
こ
と
。

早
期
発
見
と
支
援
体
制
を
整
え
て
い
く

こ
と
が
重
要
。
早
期
発
見
の
支
援
策
は
。

答 

臨
床
心
理
士
に
よ
る
個
別
相
談
事
業

や
保
健
師
に
よ
る
相
談
支
援
、福
祉
課

の
療
育
支
援
を
含
め
た
各
種
関
係
機
関

と
の
連
携
支
援
を
行
い
、保
護
者
の
不

安
の
軽
減
や
児
童
の
発
達
を
促
す
支
援

問 

志
免
町
を
ど
う
や
っ
て
住
み
続
け

た
い
町
に
で
き
る
の
か
。
志
免
町
の
観

光
と
魅
力
と
は
。

答 

志
免
町
は
住
み
や
す
い
町
だ
と
実

感
し
て
い
る
。
各
種
公
共
施
設
や
医
療

機
関
、
教
育
機
関
、
公
園
等
、
イ
ン
フ

ラ
が
充
実
し
て
い
る
。
福
岡
市
の
中
心

部
に
近
く
、コ
ン
パ
ク
ト
な
町
。
学
校

教
育
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
し
っ
か
り

揃
え
て
お
り
、新
た
な
学
び
が
展
開
し
、

次
世
代
を
担
う
人
材
が
育
っ
て
い
る
。

問 

町
の
観
光
に
つ
い
て
、
多
額
の
金

額
を
使
っ
て
、重
要
文
化
財
で
あ
る
竪

坑
櫓
を
保
存
し
て
い
る
が
、そ
れ
だ
け

で
は
人
は
集
ま
ら
な
い
。
歴
史
資
料
館
、

物
産
店
等
を
作
る
こ
と
で
人
が
集
ま
る
。

ド
ラ
ゴ
ン
ロ
ー
ド（
ラ
ー
メ
ン
店
舗
が

並
ぶ
）に
よ
り
、
志
免
町
に
人
が
来
て

く
れ
て
い
る
。
観
光
が
な
い
か
ら
で
は

な
く
、
観
光
を
作
る
こ
と
も
、
志
免
町

と
し
て
の
努
力
で
は
な
い
の
か
。
歴
史

答 

国
が
5
歳
児
健
診
に
つ
い
て
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
示
し
た
。
国
の
方
針
、県
の
動
き
を
見

極
め
て
い
き
た
い
。

資
料
館
も
隣
接
し
て
い
る
方
が
良
い
と
考

え
る
が
。

答 

歴
史
を
し
っ
か
り
後
世
に
残
す
観
点

か
ら
も
、歴
史
資
料
館
が
必
要
だ
。
し
っ

か
り
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問 

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
推
進
に
よ
る
町

の
魅
力
の
発
信
は
。

答 

魅
力
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
に
は
、ス
ポ
ー

ツ・文
化
活
動
の
推
進
は
欠
か
す
こ
と
が
で

き
な
い
重
要
な
施
策
。
持
続
可
能
な
地
域
社

会
の
実
現
に
大
き
く
寄
与
す
る
た
め
、協
会

の
方
々
と
話
し
合
い
な
が
ら
、活
動
を
支
援

で
き
る
の
か
考
え
て
ま
い
り
た
い
。

答 

公
民
館
に
公
民
館
長
等
常
駐
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
可
能
。
例
え
ば
曜
日
、時
間

帯
を
決
め
る
等
、公
民
館
長
に
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

問 
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
と
し
て
マ
イ

ボ
ト
ル
を
持
参
す
る
習
慣
を
啓
発
し
、マ

イ
ボ
ト
ル
の
推
進
を
す
べ
き
。
熱
中
症
予

防
に
お
け
る
マ
イ
ボ
ト
ル
の
推
進
は
具
体

的
に
行
っ
て
い
る
か
。

答 

ま
ず
は
啓
発
か
ら
始
め
る
。

町
長 

町
内
会
維
持
の

検
討
研
究
が
必
要

町
内
会
の
役
員
不
足
へ
の

対
策
は

問 

近
年
町
内
会
、公
民
館
に
つ
い
て
、役

員（
組
長
等
）の
成
り
手
不
足
に
よ
り
、町

内
会
か
ら
脱
退
し
た
い
と
の
意
見
を
聞
く

が
、今
後
の
対
策
は
。

答 

地
域
役
員
の
成
り
手
不
足
は
、全
国
的

に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
急
激
な
社
会
構

造
の
変
化
の
中
で
、避
け
て
は
通
れ
な
い

課
題
で
あ
る
。
今
後
い
か
に
公
民
館
機
能

を
維
持
し
て
い
く
か
、地
域
の
実
情
も
踏

ま
え
な
が
ら
、検
討
、研
究
し
て
い
く
。

観光・魅力を発信し
元気な町に

町長  歴史資料館の
建設に向け検討

小こ

森も
り 

弘ひ
ろ

美み 

議
員

牟む

田た

口ぐ
ち 

武た
け

史ふ
み 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

竪坑櫓日本小児科医会マニュアル

しめ議会だより◦第109号（令和6年8月1日） 12



答 

先
進
地
を
調
査
研
究
し
て
、事
業
所
に

協
力
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

問 

熱
中
症
予
防
に
は
、
５
～
15
℃
の
冷

水
で
体
温
を
下
げ
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
。

観
光
庁
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
削
減
の
た
め
の

給
水
器
等
の
補
助
金
を
活
用
し
町
民
の
集

ま
る
公
共
施
設
に
給
水
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置

し
て
は
い
か
が
か
。

答 

国
の
補
助
金
等
も
活
用
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、し
っ
か
り
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

一 般 質 問

合
理
的
配
慮
と
は
？　
　
　
　
　
　

　

障
害
の
あ
る
人
の
相
談
に
個
別
に

応
じ
、
過
重
な
負
担
の
な
い
範
囲
で

便
宜
を
図
る
こ
と

問 

元
旦
に
能
登
半
島
地
震
が
起
き
た
。

死
者
の
80
％
～
90
％
は
死
因
が
家
屋
の

倒
壊
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
志

免
町
で
は
、昭
和
56
年
以
前
の
住
宅
で

耐
震
性
が
な
い
の
が
、
木
造
戸
建
て

で
２
６
３
３
棟
、共
同
住
宅
１
８
３
棟
。

耐
震
診
断
を
行
っ
た
の
は
何
棟
か
。

答 

耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を

活
用
し
た
診
断
は
、令
和
５
年
度
３
件
。

問 

耐
震
化
の
補
助
は
上
限
が
25
％
。

補
助
率
を
上
げ
、コ
ス
ト
の
安
い
工
法

も
研
究
し
、耐
震
化
を
進
め
て
は
。
ま

た
、
家
具
転
倒
防
止
は
、
電
器
店
や
家

具
店
に
協
力
を
働
き
か
け
た
ら
ど
う
か
。

答 

耐
震
性
を
持
つ
家
屋
を
増
や
す
取

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、量

販
店
等
の
町
内
の
事
業
者
に
は
積
極
的

に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
。

問 

高
齢
者
、障
害
の
あ
る
人
、乳
幼
児

を
実
施
し
て
い
る
。

問 

国
は
今
年
か
ら
5
歳
児
健
診
の
市

町
村
の
健
診
費
用
の
助
成
を
開
始
し

た
。
5
歳
児
健
診
を
行
う
こ
と
で
発

達
の
特
性
を
早
く
発
見
し
、
環
境
に

適
応
す
る
力
を
療
育
で
向
上
し
な
が

ら
、
安
心
の
小
学
校
入
学
へ
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
、
ス
ム
ー
ズ
な
集
団
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。
5
歳
児

健
診
の
実
施
に
つ
い
て
町
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

そ
の
他
の
配
慮
を
要
す
る
人
が
避
難
す
る

福
祉
避
難
所
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
で

き
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、準
備
は
し
て

い
る
。

問 
断
水
し
た
ら
生
活
用
水
に
困
る
。
井

戸
水
を
防
災
資
源
と
し
て
災
害
時
協
力
井

戸
の
締
結
を
行
え
な
い
の
か
。

答 

導
入
可
能
か
調
査
研
究
す
る
。

町
長 

公
民
館
長
に

相
談
し
て
い
き
た
い

公
民
館
を

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
の
場
所
に

問 

高
齢
者
や
子
ど
も
達
も
気
軽
に
利
用

で
き
る
公
民
館
を
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
に
し
て

み
る
の
は
い
か
が
か
。

町
長 

認
知
度
を
増
や
す

よ
う
に
進
め
た
い

合
理
的
配
慮
が
民
間
も

義
務
化
に

問 

今
年
の
４
月
か
ら
、
合
理
的
配
慮
の
提

供
が
民
間
事
業
者
に
義
務
化
さ
れ
た
。
事

業
者
の
定
義
は
。
例
え
ば
、
商
工
会
等
に

情
報
提
供
し
た
ら
ど
う
か
。

答 

商
業
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
企
業
や
団

体
、店
舗
で
あ
り
、営
利
、非
営
利
、個
人
、

法
人
の
別
を
問
わ
ず
、会
社
や
お
店
、個
人

事
業
主
や
社
会
福
祉
法
人
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
も
対
象
。
商
工
会
に
つ
い

て
は
、連
携
を
取
り
、認
知
度
を
増
や
す
。

問 

お
店
等
が
合
理
的
配
慮
を
提
供
す
る

た
め
に
、折
り
畳
み
式
ス
ロ
ー
プ
等
に
助

成
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
。

発達の早期発見と
支援体制を

耐震化を進める等、
防災力ｕｐを

町長  国県の方針を
見極めていきたい

町長  地震が起きる前提で
取組みたい

丸ま
る

山や
ま 

真ま

智ち

子こ 

議
員

●�

し
め
P
a
y
を
増
額
し
、
経
済
対

策
を

そ
の
他
の
質
問

「クールシェアふくおか 2024」ステッカー

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

能登半島地震

合理的配慮について
（内閣府HPより）
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一 般 質 問

問 

出
初
め
式
、
交
代
式
、
操
法
大
会

を
拝
見
し
た
が
、
団
員
の
少
な
さ
に

驚
い
た
。
現
在
の
団
員
数
は
。

答 

定
員
２
０
０
人
。
現
在
の
団
員
数

１
２
７
人
、う
ち
役
場
職
員
は
53
名
。

問 

役
場
職
員
が
半
数
近
く
で
、
豪
雨

や
地
震
、
大
規
模
災
害
が
起
き
た
場

合
の
対
応
は
。

答 

基
準
に
基
づ
き
配
備
を
行
う
。
最

問 

一
日
の
平
均
利
用
者
数
は
。
ま
た
、

の
る
ー
と
に
つ
い
て
の
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
は
し
て
い
る
の
か
。

答 

登
録
者
２
２
８
３
名
、
一
日
平
均

67
．６
名
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
行
っ
て

い
な
い
。

問 
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
貴
重
な
意
見
。

早
急
に
や
る
べ
き
で
は
。

答 

早
急
に
や
り
た
い
。

問 

乗
り
た
い
と
き
に
乗
れ
な
い
。
予

約
で
き
な
い
と
の
声
が
あ
る
が
認
識
は
。

ま
た
、
乗
れ
な
い
、
予
約
が
で
き
な
い

原
因
は
何
か
。

答 

直
接
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

原
因
と
し
て
は
、
10
時
前
後
の
予
約

が
殺
到
し
て
い
る
た
め
予
約
が
受
け

づ
ら
い
。

答 

団
員
確
保
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
現

状
厳
し
い
。
団
員
に
な
る
メ
リ
ッ
ト
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
。

問 

各
分
団
格
納
庫
の
整
備
状
況
は
。

答 

令
和
５
年
度
に
第
２
分
団
、
今
年
度

は
第
１
分
団
の
格
納
庫
の
整
備
を
進
め

て
い
る
。

問 

次
の
中
央
分
団
の
整
備
は
。

問 

巡
回
バ
ス
は
無
料
だ
っ
た
。
運
賃
の

見
直
し
を
。
ま
た
、
一
日
乗
り
放
題
や

通
勤
通
学
の
定
期
券
で
お
得
感
を
出
し

て
み
て
は
。

答 

状
況
次
第
で
は
値
上
げ
も
考
え
な
い

と
い
け
な
い
。
定
期
券
等
は
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問 

乗
車
場
の
場
所
が
分
か
り
づ
ら
い
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
で
ス
ー
パ
ー
な
ど

施
設
名
を
募
集
し
て
は
。
ま
た
、
イ
オ

ン
や
福
岡
空
港
な
ど
近
隣
の
他
エ
リ
ア

に
乗
り
入
れ
可
能
に
し
て
は
。

答 

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
は
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
は
、

他
市
町
と
も
協
議
を
進
め
た
い
。

問 

反
省
点
、
改
善
点
を
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
改
善
し
な
い
と
い
け
な
い
が
。

答 

今
回
い
ろ
ん
な
提
案
を
い
た
だ
い
た
。

様
子
を
見
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

町
長 

来
年
度
に
向
け
て

検
証
し
た
い

し
め
Ｐ
ａ
ｙ 

継
続・増
額
を

問 

し
め
P
a
y
は
町
民
や
飲
食
店
な
ど

商
工
事
業
者
の
期
待
も
大
き
い
。
福
岡
市

や
町
外
の
方
も
購
入
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

本
年
度
は
発
行
額
１
億
円
、プ
レ
ミ
ア
ム

率
20
％
で
昨
年
よ
り
も
ダ
ウ
ン
に
な
っ
た
。

町
民
や
商
工
事
業
者
の
た
め
に
も
販
売

2
億
円
、プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
％
に
し
て
は
。

答 

詳
細
は
、
９
月
議
会
で
報
告
す
る
。

速
報
と
し
て
、
商
品
券
購
入
に
よ
っ
て

ふ
だ
ん
の
買
物
よ
り
消
費
が
増
え
た
と

の
回
答
が
69
．８
％
あ
っ
た
。

問 

事
業
者
の
反
応
は
。

答 

売
上
げ
が
増
加
し
た
と
い
う
回
答
が

39
．５
％
あ
っ
た
。

問 

来
年
度
以
降
も
継
続
と
の
こ
と
だ
が
、

答 

ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い
事
業
。
年
度

に
向
け
て
検
証
し
た
い
。

問 

昨
年
度
は
実
施
前
に
臨
時
で
2
億
円
、

30
％
に
補
正
し
た
前
例
が
あ
る
。
変
更

で
き
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
は
。
プ
ラ

ス
7
0
0
万
円
増
額
す
れ
ば
2
億
円

の
販
売
が
可
能
。
2
億
円
に
す
れ
ば
志

免
と
し
て
2
億
円
の
経
済
効
果
が
あ
る
。

商
工
事
業
者
支
援
の
検
討
は
。

答 

今
か
ら
変
更
は
厳
し
い
。
商
工
会
も

含
め
て
県
と
の
や
り
と
り
も
し
た
。
事

務
的
に
も
厳
し
い
。

のるーと志免早急に改善を

町長

様子を見ながら進めていく

野の

中な
か 

秀ひ
で

樹き 

議
員

藤ふ
じ

瀬せ 

康や
す

司し 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

のるーと志免

令和6年度操法大会

●

町
運
営
の
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
を

●

志
免
祭
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
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一 般 質 問

問 

地
域
部
活
動
推
進
協
議
会
の
具
体

的
な
協
議
内
容
、進
捗
状
況
と
将
来
的

な
プ
ラ
ン
は
あ
る
の
か
。

答 

児
童・
生
徒
、
保
護
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
、
今
後
は
志
免
町
の

実
態
に
応
じ
た
地
域
移
行
の
在
り
方

を
本
格
的
に
協
議
会
で
話
し
合
っ
て

い
く
。

問 

両
校
共
に
あ
る
部
活
動
を
統
合
し
、

一
つ
の
チ
ー
ム
に
す
る
考
え
は
な
い

の
か
、
生
徒
の
選
択
の
幅
も
広
が
る

し
、
部
活
動
を
行
う
生
徒
間
の
交
流

に
も
な
る
。

答 

今
後
の
協
議
会
の
流
れ
に
よ
っ
て

は
、
こ
の
よ
う
な
在
り
方
も
視
野
に

入
れ
検
討
し
て
い
く
予
定
。

問 

部
活
動
を
地
域
に
下
す
に
し
て
も

継
続
し
て
い
く
の
が
大
事
、
志
免
町

独
自
の
志
免
ス
タ
イ
ル
を
築
い
て
い

も
レ
ベ
ル
が
高
い
第
４
次
配
備
で
は

役
場
職
員
団
員
も
、
基
本
的
に
は
役

場
職
員
と
し
て
対
応
す
る
。

問 

団
員
確
保
が
急
務
で
は
な
い
か
。

答 

ま
さ
に
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

問 

保
育
料
無
料
な
ど
の
取
り
組
み
を

し
て
み
て
は
。

た
だ
き
た
い
。

答 

志
免
町
の
強
み
が
ど
こ
に
あ
る
か
を

よ
く
検
討
し
本
年
度
に
は
、
具
体
性
を

持
っ
て
志
免
ス
タ
イ
ル
を
追
求
し
、
令

和
８
年
度
か
ら
地
域
移
行
を
実
施
し
た

い
。町

長 

検
査
し
で
き
る
範
囲

か
ら
改
修
を

小
中
学
校
ト
イ
レ
の

改
修
計
画
は

問 

小
学
生
か
ら
便
秘
が
始
ま
る
子
ど
も

が
増
え
て
い
る
、
小・
中
学
校
ト
イ
レ
の

和
式
ト
イ
レ
か
ら
洋
式
ト
イ
レ
へ
の
交

換
状
況
、改
修
計
画
は
。

答 

交
換
状
況
は
東
小
学
校
が
98
％
、
中

央
小
学
校
が
60
％
。
和
式
か
ら
洋
式
化

す
る
具
体
的
な
改
修
計
画
は
な
い
が
、

答 

今
の
と
こ
ろ
計
画
さ
れ
て
い
な
い
が
、

現
状
や
耐
震
性
等
を
加
味
す
る
と
将
来

的
に
は
建
て
替
え
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
検
討
後
、方
向
性
を
示
す
。

次
年
度
以
降
洋
式
化
を
検
討
し
て
い
る
。

問 

志
免
中
の
生
徒
よ
り
、
女
子
ト
イ
レ

の
数
が
少
な
い
と
の
声
が
あ
っ
た
。
調

査
等
の
具
体
的
な
動
き
は
あ
る
の
か
。

答 

学
校
に
ト
イ
レ
に
関
す
る
調
査
、
聞

取
り
を
行
い
中
央
小・
東
小・
東
中
で
混

雑
と
の
回
答
。
学
校
と
相
談
し
、
洋
式

化
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
る
。

問 

中
央
小
と
志
免
中
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

ト
イ
レ
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
女
子
児

童・
生
徒
が
使
用
し
に
く
い
。
特
に
女
子

の
ト
イ
レ
、
多
目
的
ト
イ
レ
を
含
め
た

改
修
や
新
設
を
。

答 

ト
イ
レ
が
き
れ
い
だ
と
、
気
持
ち
が

い
い
。
小
学
校
、
各
学
校
の
屋
外
ト
イ

レ
は
検
査
し
で
き
る
範
囲
か
ら
改
修
が

で
き
れ
ば
。

町
長 

で
き
る
限
り
続
け
る

方
向
で

し
め
Ｐ
ａ
ｙ
事
業
の

継
続
に
つ
い
て

問 

福
岡
県
の
補
助
及
び
志
免
町
、
商
工

会
の
支
援
で
行
っ
て
い
る
し
め
Ｐ
ａ
ｙ

事
業
に
つ
い
て
、
昨
年
度
町
民
か
ら
の

意
見
は
。

県
の
助
成
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
町
独

自
の
事
業
と
し
て
継
続
可
能
か
。

答 

今
後
の
県
の
動
向
は
不
明
。
地
域
還

元
、
地
域
事
業
者
に
対
し
て
非
常
に
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
事
を
踏
ま
え
、
で
き
る

限
り
続
け
る
方
向
で
進
め
た
い
。

消防団員確保の取り組みは部活動地域移行の取組は

町長

メリットのアピールが大事
町長

令和８年度から実施したい

佐さ

藤と
う 

貴た
か

士し 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

志免中学校屋外トイレ 志免中央小学校屋外トイレ
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一 般 質 問

問 

過
去
の
質
問
か
ら
若
者
の
居
場
所
、

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
、バ
ス
ケ
が
で
き

る
公
園
や
広
場
の
検
討
は
。

答 

近
隣
住
民
か
ら
の
騒
音
苦
情
が
大
変

多
く
困
難
で
あ
る
。

問 

住
宅
地
が
密
集
す
る
志
免
町
で
は

困
難
と
考
え
る
が
、子
ど
も
真
ん
中
社

会
と
言
い
な
が
ら
若
者
に
厳
し
い
社
会

に
な
っ
て
い
な
い
か
。
学
習
ス
ペ
ー
ス

等
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
。

問 

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
充
足
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
。

答 

町
民
の
方
へ
、あ
る
程
度
御
希
望
に

添
っ
た
形
で
活
動
い
た
だ
け
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

問 

特
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
、中

学
生
の
サ
ー
ク
ル
活
動
だ
が
。

答 
中
学
生
世
代
も
、
あ
ら
ゆ
る
世

代
に
お
い
て
も
、
施
設
使
用
ニ
ー
ズ

が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

し
っ
か
り
と
状
況
を
注
視
し
て
い
き

た
い
。

問 

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
が
で
き
る

＂場
＂を
提
供
す
る
と
い
う
の
が
、志
免

町
の
8
つ
の
重
点
取
組
の
中
の
一
つ
だ

が
、
東
社
会
体
育
館
解
体
後
、
な
ぜ
そ

の
代
替
の
体
育
館
は
建
た
な
い
の
か
。

答 

志
免
町
公
共
施
設
個
別
計
画
に
基

答 

図
書
館
に
こ
れ
ま
で
自
習
室
が
な
か
っ

た
の
で
、入
っ
て
右
側
に
机
、椅
子
を
13
台

設
置
し
自
習
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
。
今

後
も
町
の
限
ら
れ
た
施
設
の
中
で
し
っ
か

り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問 

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
等
が
で
き
た
際
に
は
、

し
っ
か
り
周
知
を
お
願
い
し
た
い
。

づ
き
、
優
先
順
位
を
明
確
に
し
て
、
段
階

的
に
改
修
や
整
備
を
進
め
て
い
る
。
様
々

な
競
技
団
体
や
、ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
化
等
増

え
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、よ
り
よ

い
環
境
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
に
励
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問 

東
小
プ
ー
ル
と
旧
志
免
東
保
育
園
の

解
体
後
、そ
の
跡
地
の
利
用
計
画
は
。

答 

現
段
階
で
は
、一
部
は
志
免
東
保
育
園

及
び
、志
免
東
小
学
校
の
駐
車
場
と
し
て

考
え
て
お
り
、そ
の
他
の
部
分
に
つ
い
て

は
検
討
中
で
あ
る
。

問 

弓
道
場
周
辺
の
、
今
後
の
整
備
や
利

活
用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答 

育
苗
セ
ン
夕
ー
跡
の
活
用
は
、更
地
に

整
地
後
、
周
辺
地
形
も
勘
案
し
、
検
討
す

べ
き
も
の
と
、今
考
え
て
い
る
。
総
合
公

園
周
辺
は
、し
っ
か
り
と
土
地
利
用
に
つ

い
て
、庁
内
で
協
議
し
て
い
き
た
い
。

町
は
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答 

協
会
と
一
緒
に
行
事
の
企
画
や
広
報

等
、日
頃
か
ら
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
今

後
は
よ
り
踏
み
込
み
、
活
動
内
容
等
、
工

夫
し
て
周
知
に
取
り
組
み
、密
に
連
携
を

図
り
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問 

部
活
動
地
域
移
行
、
文
化
部
は
進
ん

で
い
る
か
。

答 

運
動
部
と
共
に
進
め
て
い
る
。

問 

各
ス
ポ
ー
ツ
競
技
に
お
い
て
、
志
免

町
民
の
皆
さ
ん
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
い

と
思
う
が
、そ
の
成
果
に
対
し
町
と
し
て
、

広
報
活
動
が
足
ら
な
い
の
で
は
。

答 

ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
の
功
績
を
称
え
る
、

と
い
う
視
点
に
お
い
て
は
、現
状
足
り
て

い
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

問 

他
市
町
で
は
、
よ
く
横
断
幕
を
見
か

け
る
。
我
が
町
で
も
も
っ
と
、横
断
幕
を

増
や
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答 

確
か
に
、
他
町
中
学
校
前
や
色
ん
な

場
所
で
掲
示
さ
れ
て
い
る
。
志
免
町
で
も

し
っ
か
り
、担
当
課
と
打
ち
合
わ
せ
て
い

き
た
い
と
思
う
。

問 

残
念
な
が
ら
、
町
民
運
動
会
事
業
は

廃
止
さ
れ
た
が
、今
年
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
タ
は
、ど
の
よ
う
な
企
画
を
お
考
え
か
。

答 

新
た
な
形
で
の
志
免
町
ス
ポ
ー
ツ

化
す
る
こ
と
に
も
大
き
く
影
響
す
る
。
文

化
協
会
、個
人
も
意
見
を
大
切
に
実
現
す

る
と
こ
ろ
へ
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
。
行

政
目
線
に
な
ら
ず
に
、町
民
の
声
を
し
っ

か
り
聞
き
、対
話
を
重
視
し
て
進
め
て
い

き
た
い
。

フ
ェ
ス
夕
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

小
さ
な
つ
な
が
り
の
参
加
を
増
や
し
、よ

り
多
く
の
町
民
が
集
い
参
加
し
、い
ず
れ

は
町
民
大
運
動
会
の
よ
う
に
、志
免
町
を

代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
、取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

東社会体育館の
代替施設建設は

町長  体育館建設は
慎重に検討する

岩い
わ

下し
た 

多か
ず

絵え 

議
員

安や
す

河こ
う

内ち 

祐ゆ
う

子こ 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

横断幕イメージ
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一 般 質 問

問 

職
員
数
及
び
定
数
は
。
ま
た
、
同

規
模
の
自
治
体
と
比
較
す
る
と
ど
う
か
。

答 

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
の
志
免

町
の
職
員
数
は
2
1
9
人
と
な
っ
て
い

る
。
定
数
に
つ
い
て
は
、職
員
数
の
上

限
を
定
め
る
志
免
町
職
員
定
数
条
例
が

あ
り
、2
5
2
人
と
規
定
を
し
て
い
る
。

総
務
省
の
類
似
団
体
別
職
員
数
で
は
、

同
様
な
自
治
体
が
1
0
0
自
治
体
あ
り
、

一
番
少
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
に
な
っ
て

い
る
。

問 

町
の
人
口
に
対
し
て
職
員
数
は
十

分
に
足
り
て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
か

答 

人
口
が
増
え
て
き
て
い
る
が
、
職

員
数
は
減
っ
て
い
る
の
が
現
状
。
主
な

要
因
と
し
て
行
財
政
改
革
が
あ
り
、職

員
数
削
減
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
現

在
は
、少
数
精
鋭
で
業
務
に
当
た
っ
て
、

適
切
な
配
置
を
し
て
お
り
十
分
対
応
で

き
て
い
る
。

問 

職
員
の
心
と
体
の
ケ
ア
体
制
は
十
分
か

答 

心
の
ケ
ア
つ
い
て
、
産
業
医
面
談
を

毎
月
実
施
、連
続
休
暇
を
推
奨
し
て
い
る
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
は
、外
部
の

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
。

問 

中
途
退
職
す
る
職
員
が
多
く
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、こ
こ
数
年
の
中
途
退
職

者
数
は
。
ま
た
、
要
因
、
そ
れ
に
対
す
る

対
策
は
。

教
育
長 

協
会
、個
人
の

意
見
も
聞
き
実
現
へ

部
活
動
地
域
移
行
、

文
化
部
は
？

問 

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
活
動
の
推
進
は
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
文
化
協
会
は

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
に
も
な
っ
て
い

る
が
、
会
員
の
高
齢
化
、
存
続
の
危
機
を

答 

中
途
退
職
者
数
は
、
令
和
３
年
度
２

人
、
令
和
４
年
度
９
人
、
令
和
５
年
度
７

人
と
な
っ
て
い
る
。
要
因
は
心
身
的
な
も

の
が
約
３
割
、転
職
に
伴
う
も
の
が
約
３

割
で
、
働
き
や
す
い
職
場
、
余
裕
を
持
っ

て
働
け
る
職
場
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

問 

職
員
の
採
用
に
は
計
画
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、職
員
を
増

や
す
考
え
に
つ
い
て
は
。

答 

３
年
か
ら
５
年
先
の
退
職
者
の
人
数

や
、
今
後
、
発
生
す
る
事
務
に
つ
い
て
の

検
討
や
業
務
量
に
つ
い
て
は
、関
係
課
か

ら
聞
き
取
り
を
行
い
、採
用
人
数
を
決
定

し
て
い
る
。
将
来
的
な
職
員
の
年
齢
構
成
、

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、新
規
採
用
職
員
に
つ

い
て
は
一
定
数
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
、退
職
者
の
人
数
に
関
わ
ら
ず
採

用
し
て
い
き
た
い
。

問 

理
想
と
思
う
職
場
環
境
と
は

問 

伝
統
文
化
、
次
世
代
に
継
承
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
。
地
域
の
協
力
し
た
い
人

と
学
校
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
大
事
。
地
域

と
の
つ
な
が
り
、世
代
間
交
流
に
も
な
る
。

シ
ニ
ア
の
方
も
協
力
で
き
る
こ
と
は
関
わ

り
た
い
と
の
声
が
あ
る
。
指
導
者
と
学
校

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

答 

年
齢
が
離
れ
た
方
々
と
の
交
流
は
、技

能
ア
ッ
プ
だ
け
で
は
な
い
良
さ
が
た
く
さ

ん
あ
る
。
豊
か
な
心
や
生
き
方
な
ど
お
互

い
の
学
び
に
な
る
。
地
域
が
賑
わ
い
活
性

答 

若
い
職
員
で
も
相
談
で
き
る
体
制
、ま

た
上
司
は
若
い
職
員
に
耳
を
傾
け
て
、働

き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
が
理
想
。

若者の居場所
その後の検討は

志免町の
職員体制はどうか

町長

できる限り検討進めていく
町長

一定数の職員は必要と認識

荒あ
ら

牧ま
き 

裕ゆ
う

樹き 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

図書館に新設された自習スペース

庁舎窓口
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一 般 質 問

問 

病
児
保
育
は
、
一
人
の
子
も
置
き

去
り
に
し
な
い
、あ
ら
ゆ
る
手
を
使
っ

て
生
み
や
す
い
、
育
て
や
す
い
、
ま
ち

づ
く
り
を
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い

う
こ
と
。
病
児
保
育
の
問
題
に
つ
い

て
も
、前
回
か
ら
話
を
し
て
い
る
。
ぜ

ひ
、志
免
町
に
病
児
保
育
の
場
を
設
け

て
い
た
だ
き
た
い
。

答 

志
免
町
内
の
病
院
に「
病
児
保
育
」

の
設
置
を
お
願
い
し
て
き
た
が
、
実

現
に
至
っ
て
い
な
い
。
国
、
県
の
補

問 

志
免
町
国
民
保
護
計
画
の
策
定
経

緯
を
伺
う
。

答 

平
成
16
年
に
国
民
保
護
法
が
施
行

さ
れ
、全
て
の
都
道
府
県
及
び
市
町
村

に
国
民
保
護
計
画
策
定
が
義
務
付
け

ら
れ
た
。
平
成
19
年
4
月
に
県
の
国

民
保
護
計
画
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
。

問 
内
容
を
簡
潔
に
説
明
願
う
。

答 

武
力
攻
撃
、
大
規
模
な
テ
ロ
等
が

発
生
し
た
時
に
国
の
方
針
に
基
づ
き
、

迅
速
、
的
確
に
住
民
の
避
難
、
救
援
が

行
え
る
よ
う
国
民
保
護
措
置
の
実
施

体
制
を
あ
ら
か
じ
め
計
画
す
る
も
の
。

問 

志
免
町
国
民
保
護
計
画
が
策
定
さ

れ
て
17
年
目
に
な
る
。
国
民
保
護
に
関

す
る
訓
練
の
有
無
を
伺
う
。

答 

町
主
催
の
訓
練
は
行
っ
て
い
な
い
。

問 

万
が
一
の
時
ど
う
行
動
す
べ
き
か
、頭

の
片
隅
に
あ
れ
ば
全
然
違
う
。
国
民
保
護

計
画
の
啓
発
を
。

答 

非
常
事
態
発
生
時
の
行
動
計
画
を
明

確
に
示
す
こ
と
が
大
事
。

町
長 

特
色
あ
る

町
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る

今
こ
そ
志
免
町
独
自
の

政
策
を

問 

志
免
町
の
人
口
は
減
少
局
面
に
入
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
ピ
ー
ク
と
思
わ
れ
る

町
長 

外
国
人
家
族
が

住
み
や
す
い
町
へ

町
の
ぬ
く
も
り
を

外
国
人
親
子
に

問 

外
国
人
の
働
き
手
と
家
族
は
今
、
急

増
。
令
和
元
年
の
外
国
人
5
9
2
人
が
、

令
和
5
年
に
は
7
5
5
人
へ
。
さ
ら
に

今
後
1
0
0
0
人
、2
0
0
0
人
を
突
破

令
和
4
年
6
月
と
今
年
の
5
月
を
比
較
す

る
と
、
人
口
は
4
5
2
人
減
っ
て
、
世
帯

数
は
2
9
6
世
帯
増
え
て
い
る
。
要
因
を

伺
う
。

答 

人
口
は
横
ば
い
状
態
と
言
え
る
。
年
報

ベ
ー
ス（
毎
年
１
月
１
日
の
人
口
差
）で
み

る
と
、令
和
4
年
が
マ
イ
ナ
ス
40
人
、令
和

5
年
が
マ
イ
ナ
ス
12
人
、令
和
6
年
が
プ

ラ
ス
12
人
。
世
帯
数
の
増
加
の
大
き
な
要

因
は
、外
国
人
の
増
加
と
考
え
ら
れ
る
。

問 

志
免
町
が
目
指
す
人
口
は
。

答 

第
６
次
総
合
計
画
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

中
で
将
来
展
望
人
口
と
し
て
令
和
47
年
時

点
で
４
万
７
０
０
０
人
。

問 

世
利
町
政
に
は
周
辺
地
域
と
横
並
び

に
な
ら
な
い
、一
歩
先
を
見
据
え
た
政
策

が
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
今
こ
そ

子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
、志
免
町
独
自

の
政
策
を
。

答 

学
童
の
問
題
、保
育
園
の
待
機
児
童
の

問
題
が
あ
る
程
度
解
消
し
た
の
で
、子
育

て
世
代
に
魅
力
の
あ
る
志
免
町
を
作
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

志免町国民保護
計画の啓発を

町長  非常時の避難行動の
啓発は大事

牛う
し

房ふ
さ 

良よ
し

嗣つ
ぐ 

議
員

稲い
ね

永な
が 

隆た
か

義よ
し 

議
員

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

万が一に備えて

みんなで子どもを育もう！！ (志免東中子育てサロンより）
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一 般 質 問

耳
の
穴
を
塞
が
な
い
た
め
、拭
き
取
り
や

す
く
複
数
の
方
が
使
う
環
境
で
も
清
潔
に

使
用
で
き
る
。

問 

周
囲
に
個
人
情
報
や
相
談
内
容
を
聞

か
れ
る
心
配
も
な
い
、軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ

ン
の
導
入
を
。

答 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
の
問
題
も
発
生
し

て
く
る
事
で
あ
り
、ま
ず
は
福
祉
課
窓
口

で
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

答 

他
市
町
に
負
け
な
い
よ
う
し
っ
か
り
体

制
づ
く
り
を
整
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問 

重
度
難
聴
児
の
支
援
に
つ
い
て
、人

工
内
耳
と
補
聴
器
の
違
い
は
。

答 

補
聴
器
は
音
や
声
を
大
き
く
し
て

内
耳
に
伝
え
る
。
人
工
内
耳
は
電
極
を

埋
め
込
む
手
術
と
体
外
に
装
着
す
る
部

分
で
マ
イ
ク
や
音
声
処
理
装
置
に
分
か

れ
、音
や
声
を
電
気
信
号
に
変
え
直
接

脳
神
経
を
刺
激
し
脳
へ
伝
え
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。

問 

人
工
内
耳
は
対
外
器
を
使
わ
な
け

れ
ば
耳
の
機
能
を
果
さ
な
い
。
そ
れ
に

連
動
す
る
部
品
も
10
種
類
位
あ
り
故
障

し
た
時
や
外
し
て
失
く
し
た
時
、片
耳

だ
け
で
約
１
０
０
万
円
す
る
が
こ
の
補

助
は
な
い
。「
聞
こ
え
る
」と
言
う
機
能

を
維
持
す
る
に
は
こ
の
よ
う
な
負
担
が

一
生
涯
続
く
と
い
う
事
で
あ
る
。
そ
こ

で
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
自
治
体
が

全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。「
誰
一
人
も
取

り
残
さ
な
い
」と
い
う
観
点
か
ら
検
討

す
べ
き
だ
。

助
制
度
も
あ
る
の
で
、
地
元
に
病
児

保
育
の
場
が
で
き
れ
ば
、
親
は
仕
事

を
休
ま
ず
、
安
心
し
て
働
き
や
す
い

子
育
て
の
環
境
が
整
う
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
再
度
、
実
現
が
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
む
。

町
長 

ま
ず
福
祉
課

窓
口
で
設
置
す
る

軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の

導
入
を

問 

難
聴
者
に
対
し
て
の
窓
口
対
応
は
。

答 

筆
談
と
手
話
通
訳
対
応
と
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
使
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

問 

認
知
症
に
な
る
大
き
な
原
因
は
難
聴

で
あ
る
と
い
う
事
が
言
わ
れ
て
い
る
。
会

話
の
弾
む
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
認
知
症

予
防
に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
は
高
齢
化
に

伴
っ
て
増
え
続
け
て
い
く
難
聴
者
の
福
祉

に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

答 

軟
骨
伝
道
イ
ヤ
ホ
ン
は
収
音
器
と
イ

ヤ
ホ
ン
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
イ
ヤ
ホ

ン
を
耳
の
く
ぼ
み
に
当
て
て
使
用
す
る
。

す
る
の
で
は
。
行
政
と
し
て
の
対
応
は
。

答 

外
国
人
の
働
き
手
は
年
々
増
加
し
て

い
る
。
外
国
人
の
子
と
日
本
の
子
が
一
緒

に
学
校
生
活
共
存
共
栄
を
進
め
て
い
き
た

い
。
生
涯
学
習
一
号
館
で
は
、日
本
語
教

室
等
も
開
催
し
て
い
る
。

「病児保育」の町内設置を重度難聴支援対策を
検討すべき

町長

「再度設置」に努める
町長

体制を整えながら検討する

大お
お

西に
し 

勇い
さ
む 

議
員

●

空
き
家
問
題
解
決
の
新
た
な
提
言
。

そ
の
他
の
質
問

軟骨伝導イヤホンの仕組み

こ
ち
ら
か
ら

一
般
質
問
の

動
画
が
視
聴

で
き
ま
す

人工内耳と体外器（プロセッサー）
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政務活動費って何？

お金は適正に使われている？

議員が行う調査研究、その他の活動を行うために、志免町より
議員一人に対して月額２万円が交付されるものです。

志免町議会では、申告書類及び1円からの領収書が必要で、残額は
すべて町に返還します。

令和5年度の主な使いみち
研究研修（一部）
◦全国地方議会サミット（デジタルDX）
◦今後の子ども政策の強化の方向性について
◦防災と議員の役割
◦人口減少問題と地方自治体
◦市町村議員特別セミナー
　（ジェンダー問題について）（少子高齢化社会について）
◦自治振興セミナー
その他
◦資料作成費（機器、インク、用紙、文具類等）
◦資料購入費（政治活動に必要な新聞や資料、本等）
◦広報費（SNSや活動報告誌作成）

これからも、議員一同志免町のために
研鑽を重ねてまいります！

政務活動費を公表します
令和5年度（4月～3月）分 政務活動費　どう使ったか公表します

令和5年度（5月～3月）政務活動費報告
＊条例に基づく交付限度額は22万円です。（岩下議員、大西議員は4月～3月で24万円） � （円）

荒牧 　裕樹 98,399 稻永 　義美 195,932 佐藤 　貴士 215,735

野中 　秀樹 98,738 安河内 祐子 159,648 稲永 　隆義 220,000

岩下 　多絵 232,944 小森 　弘美 197,074 藤瀬 　康司 201,458

丸山 　卓嗣 220,000 牟田口 武史 137,144 丸山 真智子 220,000

牛房 　良嗣 202,730 大西　 　勇 240,000
（詳細は志免町議会ホームページでご覧ください）

政務活動費報告
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　本定例会では、13名全員が一般質問を行いました。
これは、私が知る限り、志免町議会始まって以来のこ
とです。
　今期の議会も新体制になって１年が過ぎ、５名の新
任議員も経験を積みました。『志免町議と語る会』を重
ねる中で、数多くの意見をいただきました。これから
は、積極的に一般質問に取り組みましょうと、話をし
ていた矢先のことであり、提出を受けた際は、驚きと
同時に感動を感じました。
　一般質問というものは、議員が町民の「想い」、「願
い」、「夢」を伝える一番の場であり、同時に、議員各自
が考えや取り組みなどを示す機会であると考えます。
　町の発展のためには、「声なき声に耳を傾け」、「答え
がない事を議論し尽くす事」につきると思います。今
後は、質や精度の向上に取り組んでいきます。
　最後に、今６月定例会において、誠意を持って対応
し、答弁いただいた町長をはじめ、執行部の皆さんに
は感謝申し上げます。
　また、「のるーと志免」について、運行から３か月が
過ぎ、様々な声が聞こえてきています。その期待が
大きかっただけに落胆も大きく、　議会でも問題視し、
状況の確認と課題への早期対応を議会終了後の全員
協議会で確認しました。今後も改善が進むよう議会
として注視していきます。

6月定例会を振り返って

　議長活動報告
 　令和6年3月～5月　  

3月26日 糟屋郡5町ブロック廃棄物対策協議会

31日
吉原防災ふれあい広場
オープニングセレモニー
志免東保育園新園舎完成記念式典

4月  6日 志免町弓道場完成記念式典
7日 志免町消防団交替式
12日 糟屋地区議長会

24日
食進会総会
スポーツ協会総会

25日 シニアクラブ連合会総会
27日 文化協会総会

5月  8日
9日

県町村議会議長会（理事）視察研修（8〜9日）
奈良県田原本町

13日 粕屋南部消防組合議会議会運営委員会
16日 福岡県町村議長会第1部会
21日
22日 全国議長会研修（21〜22日）　東京都

24日 筑豊横断道路建設促進期成会総会
29日 シルバー人材センター設立20周年記念式典
30日 糟屋地区社会教育振興会総会

この他にも11件、公務で総会や研修・会議に参加をしました。

議長　
丸山 卓嗣

議長活動報告・議員研修報告

議員研修報告
テーマ
　自治体決算の基本と実践～
行政評価を活用した決算報告
講　師　
　武庫川女子大学 経営学部教授
　金崎　健太郎　氏
日時・会場
　5月20日～21日
　全国市町村国際文化研究所

　９月議会に向けて研修内容
を復習し、決算審査に活かし
ていきます。

参加議員　佐藤

テーマ
　議員の資質向上と議会力の向上
講　師　
　自治体議会研究所代表
　高沖　秀宣　氏
日時・会場
　5月21日（火）
　心のふるさと館（大野城市）

　議会は、首長の追認機関ではな
い、議会での議案を審議する力を
高めることが重要など基本的なこ
と再確認し、今後のさらなる議会
力アップに繋げます。

参加議員　丸山（真）

テーマ
　「地域マーケティングの
ケーススタディ」
講　師　
　�(株)CARTA 代表取締役
　矢田部　美里　氏
日時・会場
　4月18日～23日
　全国市町村国際文化研究所

　地域マーケティングによる
戦略的なまちづくりについて
学びました。今後のまちづく
りに生かしていきます。

参加議員　岩下・小森・藤瀬
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。
見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

NO.

109

お詫びと訂正
　議会だより108号において、P21の「志免町文化協会インタビュー」写真のお名前に一部誤りがございました。お詫び申し上げます。
　訂正内容　【誤】　大河内副会長　　　　　【正】　大川内副会長

平山係長（前任）松尾係長（新任）
　議会事務局は、今ま
で私がいた課とは全
く違うところだと思
いますので、初心に
帰って全力で取り組
んでいきますのでよ
ろしくお願いします。

　６年間大変お世話
になりました。議会
事務局で培った経験
を今後の業務に生か
していきたいと思い
ます。

人 事 異 動

委　員　長　荒牧 　裕樹
副 委 員 長　小森 　弘美
委　　　員　丸山 真智子　　　佐藤 　貴士
　　　　　　稻永 　義美　　　野中 　秀樹
　　　　　　藤瀬 　康司　　　安河内 祐子

議会広報特別委員会

発行責任者	 議長　丸山 　卓嗣

編　集　後　記
　109号のトップページは「議員と語ろう会」。
　参加していただいた町民の方の笑顔と活気あ
ふれた誌面になりました。また一般質問のページ
もリニューアルし、より読みやすく、わかりやす
い議会広報づくりに広報メンバーで知恵を出し
合い作りました。ぜひ、手にとってご覧ください！

いいね!　　志免町

議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の一つです。ぜひお越しください。議会傍聴は、町民が町政に参加する機会の一つです。ぜひお越しください。
手話通訳（要申込み）、車椅子席もあります。詳細は議会事務局までお問い合わせください。手話通訳（要申込み）、車椅子席もあります。詳細は議会事務局までお問い合わせください。

TEL 935-1262　FAX 935-7070TEL 935-1262　FAX 935-7070
メールアドレス　メールアドレス　gikai@town.shime.lg.jpgikai@town.shime.lg.jp

お気軽に傍聴にお越しください。
お知らせ 9月6日予定

次回の定例会は

議会事務局は議会事務局は
町役場4階です。町役場4階です。

志免町消防団本部
インタビュー

荒巻
副団長

南里
団長 濱﨑

副団長

しめ議会だより

団長が思う消防団の良さ
　消防団はボランティアで、団員は仕事を持ちつつ活動
している。自分達の町は、自分達で守ることを意識し活
動することで防災意識が高まる。
　これによって、地域の事もわかり幅の広い人脈と、色々
な世代の方と交わえる部分が消防団の良さだと思う。

消防団の現状と課題
　現在、志免町には10個の分団があり定員200名に対して
130名弱の人員で、定数割れの状態で活動している。
　全国的に見ても消防団員の数が減少している中で、志免
町も新入団員の確保が一番の問題で、地域の行事にも参加
しアピールを行っているが、結果があらわれない事が課題。

これからの志免町消防団の理想像
　地域のために何かがしたい若い人が増えるように！誰
かがやるのではなく、自分がやらなければという人が一
人でも増え、その事が団員増加になるようアプローチし
ていきたい。
　消防団が元気だと町も元気だと思う！そう言ったとこ
ろを理想に掲げて活動していきたい。

議会に期待すること
　新規団員の確保等々、消防団活動全体の処遇改善も含
め元気な町にするため、一緒に策を考えていただけたら
と思う。

議会より
　消防団並びに団員の皆さんの処遇改善は進んでいるが、
議会としてもさらに後押しをしていきたい。
　地域において世代を越えて交流でき、地域防災の要と
なる消防団の本質的な良さを発信していき、若い方々に
入団していただきたい。


